
産業廃棄物の不法投棄を発見したら
すぐに通報してください。

廃棄物の不法投棄禁止（法第16条）
何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。

廃棄物の野外焼却禁止（法第16条の２）
何人も、次に掲げる方法による場合を除き、廃棄
物を焼却してはならない。
①廃棄物処理基準に従って行う廃棄物の焼却
②他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却
③公益上若しくは社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却
　又は周辺地域の生活環境に与える影響が軽微である廃棄
　物の焼却

産業廃棄物指導課
〒330-9301
さいたま市浦和区高砂3-15-1
TEL048-830-3125

中央環境管理事務所
〒330-0074
さいたま市浦和区北浦和5-6-5
TEL048-822-5199

西部環境管理事務所
〒350-1124
川越市新宿町1-17-17
ウェスタ川越公共施設棟4階
TEL049-244-1250

廃棄物に関する相談・お問い合わせは、地元市町村
または、最寄りの環境管理事務所まで

東部環境管理事務所
〒345-0025
杉戸町清地5-4-10
TEL0480-34-4011

越谷環境管理事務所
〒343-0813
越谷市越ヶ谷4-2-82
TEL048-966-2311

北部環境管理事務所
〒360-0031
熊谷市末広3-9-1
TEL048-523-2800

秩父環境管理事務所
〒368-0042
秩父市東町29--20
TEL0494-23-1511

東松山環境管理事務所
〒355-0024
東松山市六軒町5-1
TEL0493-23-4050

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」利
用
推
進

県
環
境
部 

ご
み
減
量
化
と
循
環
利
用
呼
び
か
け

�月３０日は「ごみゼロの日」
　きょう５月 30日は「ごみゼロの日」。各地方
自治体、企業、団体などが主体となり、ごみの減
量化と再資源を促す啓発活動や、街や公園、山、
海岸などの清掃活動が行われる。本特集では県
やさいたま市、企業が主催する清掃活動などを
紹介。県内の取り組みから環境美化について考
えてみたい。

　

県
内
の
市
町
村
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
が
主
体
と
な
り
一
斉

に
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
「
ご
み

ゼ
ロ
の
日
」。
今
年
度
、
県
で
は

５
月
３０
日
か
ら
６
月
３０
日
ま
で
を

「
埼
玉
県
春
の
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
ウ

ィ
ー
ク
」
と
し
、
ご
み
の
減
量
化

や
循
環
利
用
を
進
め
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
実
践
を
呼
び
か
け
て
い

る
。　

　

近
年
、
海
洋
に
流
出
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
大
き
な
環
境
負

荷
と
な
る
な
ど
、
そ
の
対
策
が
国

際
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
食
品
容

器
や
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
様
々
な
製
品

に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

題
の
解
決
に
は
「
減
ら
す
」
こ
と

と
併
せ
て
、
資
源
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ

ー
ク
で
は
、
県
民
に
対
し
、
マ
イ

バ
ッ
グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
利
用
し
た
場
合

は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
捨
て
る
こ

と
な
ど
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
化
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
循
環
利
用

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

併
せ
て
、
県
で
は
産
官
民
が
連

携
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
企
業
や
業
界
団
体
、

消
費
者
団
体
、
市
町
村
を
会
員
と

す
る
「
埼
玉
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
の
持
続
可
能
な
利
用
促
進
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
新
た
に
設
置

し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
、
講
演
会
や
研
修
会
、
交
流
会

の
ほ
か
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
を

循
環
利
用
し
た
製
品
づ
く
り
な
ど

も
検
討
し
て
い
く
。
県
は
、
２
０

２
１
年
３
月
に
策
定
し
た
第
９
次

県
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
お
い

て
、
県
、
市
町
村
、
県
民
及
び
事

業
者
な
ど
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
「
持
続
可
能
で
環
境
に
や
さ

し
い
循
環
型
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
、「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」、「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
循
環
的
利
用

の
推
進
」、「
廃
棄
物
処
理
の
持
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
」
の
三

つ
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
１３
年
夏
か
ら
、
県
内
各
所

に
お
い
て
、
不
法
投
棄
防
止
並
び

に「
廃
棄
物
不
法
投
棄
１
１
０
番
」

の
周
知
に
よ
り
不
法
投
棄
の
早
期

発
見
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
る
。
不
法
投
棄

１
１
０
番
へ
の
通
報
件
数
は
１９
年

度
は
１
０
７
件
、
２０
年
度
は
１
４

５
件
。
２１
度
は
４
月
３０
日
現
在
で

３５
件
。

　

今
年
も
「
不
法
投
棄
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」（
場
所
、
日
時
未
定
）

と
し
て
、「
廃
棄
物
不
法
投
棄
１

１
１
０
番
」の
周
知
な
ど
を
行
い
、

不
法
投
棄
の
早
期
発
見
を
呼
び
か

け
る
。

　

不
法
投
棄
の
撲
滅
を
目
指
し
、

不
法
投
棄
等
防
止
強
化
月
間
（
１０

月
中
旬
〜
１２
月
末
予
定
）
に
、
民

間
や
行
政
と
連
携
し
、
不
法
投
棄

防
止
の
取
り
組
み
を
強
化
。
期
間

中
、
県
内
主
要
幹
線
道
路
に
お
け

る
廃
棄
物
運
搬
車
両
の
路
上
検

査
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
県
下

全
域
の
監
視
活
動
を
行
う
ス
カ
イ

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
予
定
。

　

県
環
境
部
産
業
廃
棄
物
指
導
課

の
堀
口
浩
二
課
長
は
「
県
民
の
皆

さ
ま
に
監
視
の
目
と
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
の
未
然
防
止
や
早
期
対
応
へ
と

つ
な
が
る
。
不
法
投
棄
を
見
つ
け

た
ら
、
ぜ
ひ
「
廃
棄
物
不
法
投
棄

１
１
０
番
」
へ
の
通
報
を
お
願
い

し
た
い
」
と
話
す
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
後

を
絶
た
な
い
な
か
、
監
視
強
化
が

重
要
。
身
近
で
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
、
迷
わ
ず
早
急
に
「
廃
棄

物
不
法
投
棄
１
１
０
番
」
へ
。

さいたま市 ごみゼロキャンペーンの実施方法が変わります！ 

　

さ
い
た
ま
市
で
は
毎
年
５

月
に
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
自
治
会
な
ど
の
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
一
斉
清
掃

「
さ
い
た
ま
市
ご
み
ゼ
ロ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
市
民
清
掃
活

動
」
を
実
施
し
て
い
る
。
自

治
会
、
企
業
、
市
民
な
ど
の

環
境
保
全
や
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
向
上
を
図
り
、
ポ

イ
捨
て
ご
み
の
な
い
、
き
れ

い
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
目
的
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

を
参
加
者
の
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
中
止
を
決
定
。
２

０
２
１
年
度
は
「
新
し
い
生

活
様
式
」
を
踏
ま
え
、
５
月

２９
日
か
ら
６
月
２７
日
を
「
ご

み
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月

間
」
と
し
、
各
参
加
団
体
単

位
で
期
間
中
の
任
意
の
日
に

分
散
し
て
清
掃
活
動
を
実
施

す
る
。

　

さ
い
た
ま
市
資
源
循
環
政

策
課
の
永
堀
恵
課
長
は
「
今

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
規

模
な
一
斉
活
動
か
ら
、密
集
・

密
接
を
避
け
る
新
し
い
生
活

様
式
を
踏
ま
え
、
自
宅
周
辺

を
主
と
し
た
活
動
に
変
更
と

な
っ
た
。
皆
さ
ま
に
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
十
分
し
て
い
る
う
え
で
、

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
。
ま
た
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に

よ
る
飲
食
店
の
時
短
営
業
に

よ
り
、
路
上
・
公
園
等
に
お

け
る
集
団
飲
酒
か
ら
ポ
イ
捨

て
ご
み
が
増
え
て
い
る
と
の

お
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨

て
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
地
域
全
体
で
安
心
、
安

全
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

に
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

廃
棄
物
収
集
運
搬
な
ど
を
展
開
す

る
エ
ス
シ
ー
エ
ス
（
草
加
市
）
で
は

毎
月
、
廃
棄
物
収
集
ス
タ
ッ
フ
約
５０

人
で
地
域
の
ご
み
清
掃
を
実
施
し
て

い
る
。＝
写
真
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

集
団
で
の
一
斉
清
掃
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
が
、
全
従
業
員
が
自
発
的
に

地
域
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
踏
ま
え
た
取
り
組

み
を
実
施
。
社
内
全
体
で
交
通
事
故

を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
た
め
安
全
運
転

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
内
容
を

全
社
員
で
共
有
す
る
取
り
組
み
の
ほ

か
、
小
・
中
学
校
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
給
水
設
備
や
下
水
設
備
の
維
持

管
理
業
務
を
行
い
、修
繕
等
を
提
案
。

そ
の
他
、
廃
棄
物
の
収
集
業
務
を
行

う
際
に
お
け
る
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
促
進

や
、
若
者
や
障
害
者
の
雇
用
、
計
量

機
を
提
案
し
廃
棄
物
の
見
え
る
化
の

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

　

環
境
部
の
本
田
雄
一
郎
部
長
は

「
ど
の
よ
う
な
ご
み
が
ど
の
く
ら
い

出
て
い
る
の
か
を
ま
ず
は
知
る
こ
と

か
ら
始
め
、
次
に
そ
の
ご
み
を
ど
う

す
れ
ば
３
Ｒ
に
繋
げ
ら
れ
る
の
か

を
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
の

下
、
邁
進
し
て
い
る
。
当
社
で
は
、

環
境
保
全
の
最
前
線
に
立
ち
、
持
続

可
能
な
住
み
良
い
き
れ
い
な
街
づ
く

り
を
応
援
し
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

～「新しい生活様式」を踏まえた、清掃活動に御協力ください～

　
不
法
投
棄
物
一
斉
撤
去
作
業
の
様
子

（
令
和
２
年
11
月　
埼
玉
県
内
）

スカイパトロールの様子（令和２年10月 埼玉県内）

４
１ ２

３ ４

密集・密接を避ける マスク・手袋の着用

ごみに直接触れない 手洗い・消毒の徹底

清掃日時・場所を分散させ密集を避ける。
清掃作業はできるだけ２ｍ以上離れて行う。

グループでの作業の場合、
マスク・手袋を必ず着用。

なるべくトングを使用し、
ごみに直接触れない。

作業終了後は、手指消毒、
手洗い・うがいを徹底。

希望者にはトングを貸出します

「新しい生活様式｣を踏まえた地域清掃活動 つのお願い

地
域
清
掃
活
動
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
推
進

エ
ス
シ
ー
エ
ス


